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第８講： 評価と方法【演習方式】

稲垣 竜興
（社）日本道路協会 舗装性能評価小委員会委員長

舗装性能の具体的な評価法、考え方を演習する

本講の進め方

• 演習問題の解答を補助講師が解説

１）舗装の性能指標の定義と考え方 光谷

２）疲労破壊輪数の測定方法 吉村

３）塑性変形輪数の測定方法 金井

４）平たん性・浸透水量他の測定方法 鈴木

舗装技術基準の体系

舗装性能評価法

道 路 法
（道路の構造の原則）
第29条 道路の構造は、当該道路の存する地域の地形、地

質、気象その他の状況及び当該道路の交通状況を考慮し、
通常の衝撃に対して安全なものであるとともに、安全かつ円滑な交
通を確保することができるものでなければならない。

（道路の構造の基準）
第30条 道路の構造の技術的基準は、道路の種類ごとに左の各号

に掲げる事項について政令で定める。

４ 道路の附属物の構造について必要な技術的基準は、政令で
定めることができる。

道路構造令

（舗装）

第二十三条 車道、中央帯（分離帯を除く。）、車道に接続する路
肩、自転車道等及び歩道は、舗装するものとする。ただし、交通量
がきわめて少ない等特別の理由がある場合においては、この限り
でない。

２ 車道及び側帯の舗装は、その設計に用いる自動車の輪
荷重の基準を四十九キロニュートンとし、計画交通量、自動車の
重量、路床の状態、気象状況等を勘案して、自動車の安全かつ円
滑な交通を確保することができるものとして国土交通省令で定め
る基準に適合する構造とするものとする。ただし、自動車の交通
量が少ない場合その他の特別の理由がある場合においては、こ
の限りでない。

舗装性能評価法

• 「必須および主要な性能指標の評価法編」と
「（仮）必要に応じ定める性能指標の評価法編」に
分けて発刊予定

• 「必須および主要な性能指標の評価法編」で取り
上げる６つの性能指標

①疲労破壊輪数 ②塑性変形輪数

③平たん性 ④浸透水量

⑤すべり抵抗値 ⑥騒音値
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舗装の性能指標の定義と考え方

光谷 修平
（社）日本道路協会 舗装委員会

舗装性能評価小委員会

〔問１〕

必須の性能指標として示される以下の「舗装の性
能指標」の定義について、技術基準の定義にとらわ
れず、あなたの考え方を簡単に記述してください。

ａ）疲労破壊輪数

ｂ）塑性変形輪数

ｃ）平たん性

ｄ）浸透水量

舗装の性能指標の値

49ｋNの輪荷重の載荷回数に換算される供用時間

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス

ａ）疲労破壊輪数
舗装道において、舗装路面に49キロニュートン

の輪荷重を繰り返し加えた場合に、舗装にひび
割れが生じるまでに要する回数

ｂ）塑性変形輪数
舗装道において、舗装の表層の温度を60度とし、

舗装路面に49キロニュートンの輪荷重を繰り返し

加えた場合に、当該舗装路面が下方に１ミリメー
トル変位するまでに要する回数

ｃ）平たん性
舗装道の車道において、車道の中心線から１

メートル離れた地点を結ぶ、中心線に平行する２
本の線のいずれか一方の線上に延長1.5メートル
につき１箇所以上の割合で選定された任意の地点
について、舗装路面と想定平たん舗装路面との高
低差を測定することにより得られる、当該高低差
のその平均値に対する標準偏差

ｄ）浸透水量
舗装道において、直径15センチメートルの円形

の舗装路面から路面下に15秒間に浸透する水の
量

舗装の性能指標の値

49ｋNの輪荷重の載荷回数に換算される供用時間

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
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〔問２〕

疲労破壊輪数、塑性変形輪数および平坦性が「必
須の性能指標」とされている理由について、あなたの
考え方を簡単に記述してください。

２－４ 舗装の性能指標

１．車道及び側帯の舗装の必須の性能指標

車道及び側帯の舗装の必須の性能指標は、疲労破壊輪数、塑性変
形輪数及び平たん性とする。

２．雨水を道路の路面下に円滑に浸透させることができる構造の舗装
の性能指標

車道及び側帯の舗装の性能指標は、雨水を道路の路面下に円滑に
浸透させることができる構造とする場合においては、１．に浸透水量を
追加するものとする。

３．必要に応じ定める舗装の性能指標

１．又は２．に定める舗装の性能指標のほか、必要に応じ、すべり抵
抗、耐骨材飛散、耐摩耗、騒音の発生の減少等の観点から舗装の性
能指標を追加するものとする。

１－２ 舗装の構造の原則

（１）舗装は、道路の存する地域の地質、気象
その他の状況及び当該道路の交通状況を考
慮し、通常の衝撃に対して安全であるとともに、
安全かつ円滑な交通を確保することができる
構造とするものとする。

　

浸透水量：雨天時に安全な制動性・視認性の確保

騒音値：住環境の保全

疲労破壊輪数：壊れない

塑性変形輪数：安全な操舵性の確保

平たん性：快適な乗り心地の確保

すべり抵抗値：安全な制動性の確保

維持管理を目的とした評価指数

国土交通省 道路維持管理指数 ＭＣＩ

ＭＣＩ＝10－1.48Ｃ0.3－0.29Ｄ0.7－0.47σ0.2

望ましい管理水準５以下

修繕が必要である４以下

早急に修繕が必要３以下

維持修繕基準ＭＣＩ 当該舗装を代替可能である供試
体の性能指標と関連付けられる
指標の値を測定し，その結果に
基づき当該舗装の性能指標を数
値化して評価

当該舗装を代替可能である
供試体の性能指標測定方
法から得られる測定値で評
価

供試体

現地において当該舗装の性能
指標と関連付けられる指標の値
を測定し，その結果に基づき当
該舗装の性能指標を数値化して
評価

現地において当該舗装の
性能指標測定方法から得ら
れる測定値で評価

舗装

(現地)

間接測定直接測定

舗装の性能指標の値を測定する方法の分類
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疲労破壊輪数の測定方法

吉村 啓之
（社）日本道路協会 舗装委員会

舗装性能評価小委員会

〔問３〕疲労破壊輪数の測定方法として、
不適当と思われるものを選び、その
理由を説明してください。

ａ）任意の車道の中央から１メートル離れた任意の舗装の
部分の路面に対し、促進載荷装置を繰り返し載荷試験
によって確認する。

ｂ）当該舗装道の区間の舗装と舗装構成が同一である舗
装の供試体による繰り返し載荷試験によって確認する。

ｃ）当該舗装道の区間の舗装と舗装構成が同一である他の
舗装道の区間の舗装の疲労破壊輪数の過去の実績に
よって確認する。

ｄ）アスファルト混合物の繰り返し曲げ試験によって確認す
る。

疲労破壊輪数の定義

舗装道において、舗装路面に49キロニュートン

の輪荷重を繰り返し加えた場合に、舗装にひび割
れが生じるまでに要する回数で、舗装を構成する
層の数並びに各層の厚さ及び材質が同一である
区間ごとに定められるものをいう（技術基準）。

疲労破壊輪数の確認方法

１）車道及び側帯の舗装の疲労破壊輪数は、任意の車道（２以上の車
線を有する道路にあっては、各車線。）の中央から１メートル離れた
任意の舗装の部分の路面に対し、促進載荷装置を用いた繰り返し
載荷試験によって確認できるものとする。

２）当該舗装道の区間の舗装と舗装構成が同一である舗装の供試体
による繰り返し載荷試験によって確認できるものとする。

３）当該舗装道の区間と舗装構成が同一である他の舗装道の区間の
舗装の疲労破壊輪数が過去の実績からみて確認されている場合
においては、当該舗装の疲労破壊輪数をその値とするものとする。

４）別表１に掲げるアスファルト・コンクリート舗装は、任意の舗装の設
計期間に対して、2－5 1.(1)1)の基準に適合するものとみなす。

５）別表２に掲げるセメント・コンクリート舗装は、当該舗装の設計期間
を20年として、 2－5 1.(1)1)の基準に適合するものとみなす。

（技術基準）

疲労破壊輪数の測定方法

計測方法対象

適用範囲が限
定

ｱｽﾌｧﾙﾄ系の
舗装に対応

FWDによるたわみ測定６間接計測現地

みなし規定技術基準別表２に掲げる
ｾﾒﾝﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

５－実績

汎用性が高い
方法

みなし規定技術基準別表１に掲げるｱ
ｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

４－実績

過去の実績デー
タが不足

みなし規定他の舗装道の区間の舗装
が過去の実績からみて確
認されている場合

３－実績

実物大試験舗装構成が同一である舗
装の供試体による繰り返
し載荷試験

２直接計測供試体

汎用性に課題測定方法の
本質

促進載荷装置による繰り
返し載荷試験

１直接計測現地

備 考位置付け測 定 方 法枠組み分類
１）促進載荷装置

Heavy Vehicle Simulator
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２）繰り返し載荷試験

（独）土木研究所 舗装走行実験施設

６）Falling Weight Deflectometer
（FWD)

FWDによるたわみの測定

（１）FWDたわみの測定

たわみを測定する際の荷重は49kNを標準とし、
一測点で4回測定する。1回目の測定は予備載荷
とし、2回目～4回目の測定の荷重と載荷点直下
のたわみ量（Ｄ０）をデータとして記録する。

（２）舗装体温度の測定

１）直接測定

２）路面温度等から推定

舗装体温度の測定
２）路面温度等から推定

( ) edXcXbXaXtsT ++++= 4321,

ここに、
ｓ ：測定月（1～12）
ｔ ： 測定時刻（0～23）
T(ｓ、ｔ）：測定月ｓ、測定時刻 ｔ におけるｱｽﾌｧﾙﾄ混合物層の

平均温度（℃）
X１ ：測定時刻 ｔ における路面温度（℃）
X２ ：測定時刻 ｔ における気温（℃）
X３ ：測定時刻 ｔ における気温とその１時間前の気温との差（℃）
X４ ：ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物層の厚さ（mm）

a,b,c,d,e : 係数（別表「平均温度推定式の係数」より読み取る

別表 「平均温度推定式の係数」（一部抜粋）
測定時の
季節区分

 s　※

測定時刻
ｔ

係数 ａ 係数 ｂ 係数 ｃ 係数 ｄ 係数 ｅ
測定時の
季節区分

 s　※

測定時刻
ｔ

係数 ａ 係数 ｂ 係数 ｃ 係数 ｄ 係数 ｅ

春 0時 1.2375 -0.2685 -0.2690 0.0116 -0.2212 秋 0時 1.0670 -0.1161 -0.1846 0.0119 0.1960

5月～7月 1時 1.2629 -0.2994 -0.0478 0.0117 -0.0732 11月～1月 1時 1.0163 -0.0832 -0.2212 0.0122 0.3293

2時 1.2595 -0.2908 -0.7146 0.0116 -0.3993 2時 1.0827 -0.1302 -0.0487 0.0125 0.1636

3時 1.2592 -0.2759 -0.7653 0.0115 -0.6395 3時 1.0655 -0.1159 -0.0309 0.0127 0.1839

4時 1.2433 -0.2648 -0.5780 0.0116 -0.4333 4時 1.0685 -0.1156 -0.1101 0.0127 0.1083

5時 1.2608 -0.2815 -0.7614 0.0112 -0.5136 5時 1.0724 -0.1205 -0.1145 0.0128 0.0992

6時 1.1711 -0.1593 0.3865 0.0085 -1.0930 6時 1.0684 -0.1164 -0.1142 0.0128 0.1029

7時 1.0330 0.0263 -0.5407 0.0025 -1.2285 7時 1.0513 -0.1116 0.0798 0.0123 0.1234

8時 0.8001 0.2069 -0.9800 -0.0078 1.5376 8時 0.9908 -0.0555 -0.0093 0.0072 -0.1204

9時 0.6403 0.3208 -0.6732 -0.0190 4.1809 9時 0.9036 0.0107 -0.2611 -0.0046 0.5880

10時 0.6217 0.3370 -1.0757 -0.0281 5.7264 10時 0.7494 0.2079 -0.4131 -0.0155 1.4858

11時 0.6226 0.3448 -0.8740 -0.0366 6.2460 11時 0.6882 0.2861 -0.4165 -0.0242 2.1644

12時 0.6580 0.2865 -0.7868 -0.0412 7.0546 12時 0.7395 0.2428 -0.4229 -0.0295 2.1187

13時 0.6985 0.2387 -0.9674 -0.0400 6.8828 13時 0.7849 0.2080 -0.5443 -0.0287 1.9315

14時 0.7378 0.1522 -1.0176 -0.0361 7.4001 14時 0.7747 0.2107 -0.7453 -0.0232 2.1209

15時 0.7858 0.1046 -1.3063 -0.0284 6.4054 15時 0.9088 0.0740 -0.5525 -0.0147 1.0449

16時 0.8291 0.0758 -1.2144 -0.0188 4.7661 16時 1.0457 -0.0861 -0.6002 -0.0036 0.3607

17時 0.8980 -0.0105 -0.9727 -0.0090 3.9349 17時 1.1448 -0.1865 -0.1882 0.0043 0.3370

18時 1.1638 -0.2566 -0.0779 0.0006 1.7316 18時 1.1538 -0.2081 -0.2452 0.0076 0.2548

19時 1.2131 -0.2960 -0.3626 0.0076 0.8320 19時 1.1448 -0.1865 -0.1882 0.0043 0.3370

20時 1.2479 -0.3175 -0.3083 0.0103 0.3514 20時 1.1188 -0.1693 -0.1067 0.0102 0.3090

21時 1.2513 -0.3045 -0.1176 0.0115 0.1394 21時 1.1018 -0.1557 0.0143 0.0109 0.3850

22時 1.1865 -0.2376 -0.5532 0.0124 0.2068 22時 1.0846 -0.1414 -0.1048 0.0116 0.3071

23時 1.1855 -0.2313 -0.2841 0.0127 0.2705 23時 1.0739 -0.1276 -0.2113 0.0119 0.1810

夏 0時 1.2304 -0.2120 -0.2032 0.0127 -1.2084 冬 0時 1.1731 -0.2414 -0.1185 0.0124 0.0262

8月～10月 1時 1.2196 -0.2061 -0.3113 0.0128 -1.0822 2月～4月 1時 1.1511 -0.2236 -0.2093 0.0129 0.0444

2時 1.2288 -0.2159 -0.1546 0.0128 -1.0362 2時 1.0955 -0.1736 -0.2867 0.0132 0.1439

3時 1.2058 -0.1820 -0.5659 0.0129 -1.2903 3時 1.1346 -0.2096 0.0362 0.0135 0.1221

測定値の補正

（１）荷重補正

（２）温度補正

）－（）（ － 20T102914.4log 4
0

000

××+×−=

×=

AS

w

HCF

DCFD

）測定時の荷重（

）（

kN
kN49.0

00 ×= iw DD

ここに、

D０ｗ ：荷重補正後の載荷点直下のたわみ量（μm）

D０i    ：載荷点直下の測定たわみ量の平均（μm）

D０ ：温度補正後のたわみ量（μm）

CF０ ：20℃のD０ｗに対する補正係数

HAS  ：アスファルト混合物層の厚さ（cm)
T     ：舗装体温度（アスファルト混合物層の平均温度）（℃）
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FWDたわみによる推定方法

D0 = 5900 N - 0.19３
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設計した疲労破壊輪数
を上回る安全領域

設計した疲労破壊輪数
を下回る危険領域
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疲労破壊輪数の基準値

30,000100 未満

150,000100 以上 250 未満

1,000,000250 以上1,000 未満

7,000,0001,000 以上3,000 未満

35,000,0003,000 以上

疲労破壊輪数

（単位 10年につき回）

舗装計画交通量

（単位 １日につき台）

塑性変形輪数の測定方法

金井 利浩
（社）日本道路協会 舗装委員会

舗装性能評価小委員会

ａ）現地における、促進載荷装置を用いた繰り返し

載荷試験によって確認する。

ｂ）当該舗装道の区間の舗装と表層の厚さ及び材質

が同一である舗装の供試体による、試験温度60

度とした繰り返し載荷試験によって確認する。

ｃ）試験温度60度としたラベリング試験によって確

認する。

ｄ）当該舗装道の区間の舗装と舗装構成が同一であ

る他の舗装道の区間の舗装の塑性変形輪数の過

去の実績によって確認する。

〔問３〕
塑性変形輪数の測定方法として、不適当なものを選べ

塑性変形輪数とは

［塑性変形輪数］

舗装道において、舗装の表層の温度を６０度とし、
舗装路面に49キロニュートンの輪荷重を繰り返し

加えた場合に、当該舗装路面が下方に１ミリメート
ル変位するまでに要する回数で、舗装の表層の
厚さ及び材質が同一である区間ごとに定められる
ものをいう。

■用語の定義： 「技術基準・同解説」 第１章 総則

塑性変形輪数の評価方法（「技術基準」）

（１） 現地における促進載荷装置による方法

（２） 供試体による、試験温度６０度の繰り返し

載荷試験による方法

（３） ホイールトラッキング試験による方法

（４） 過去の実績による方法

（５） 表層のセメント・コンクリートは基準に適合
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評価方法の選択

［ＷＴ試験の利点］

・耐流動性の評価方法として定評がある

・試験方法および試験機が普及している

・試験方法が簡便、試験時間も比較的短い

■ ホイールトラッキング試験（ＷＴ試験）の活用

★ＷＴ試験が現実的。試験法便覧に規定され
ている方法とは目的と条件が異なる！

「現場」の性能を確認するために

（１）荷重条件（49ｋNの再現）

・接地圧≒０．５９ＭＰａ （６．０ ｋｇｆ/ｃｍ2）

・走行輪荷重＝６２４±１０Ｎ（６４±１ｋｇｆ）

（２）供試体の種類と締固め条件

・プラント練落しのアスファルト混合物で供試体作製

・ ３水準の締固め度で作製し、ＤＳの関係把握

（３）供試体の厚さ条件

・現場の表層厚さによらず、一律５ｃｍ

■「塑性変形輪数を求めるためのＷＴ試験」条件

「現場」の性能を確認するために
■供試体作製時における再加熱、再混合方法

保管箱

アスファル
ト混合物 ウエスはく離紙

蓋

アスファルト
混合物

剥離紙

ｳｴｽで余った空間を充填

室温で放冷
軽く蓋をする

はく離紙

はく離紙

 

ア ス

11 0℃ の オオーブンで３時間加温

剥 ･

充 填 さ れ･

アスファルト
混合物

適混合温度より

3 0℃低い温度

充填したウエ ス

はく離紙

蓋

オーブンで３時間加熱

オーブン

ア ス

大 鍋 な ･

ガス ･

スコップ等で混合するアスコンを締固め温度まで昇温アスファルト混合物を締固め温度まで

昇温

アスファルト混合物

大鍋などの容器

ガスコンロ

 

「現場」の性能を確認するために

■ 均一に締め固めるために・・・

平
均
74
1

平
均
85
2

平
均
96
3

123平均
456平均

789平均

95

96

97

98

99

100

101

102

締

固

め

度

　

％

転圧方向

 

 

ＷＴ試験による塑性変形輪数の評価（案）

①現場配合の決定

②ＷＴ試験の実施

③締固め度とDSの
関係 （回帰曲線）

④施工の品質管理

⑤塑性変形輪数の
評価

・基準値を考慮し、現場配合を決定

・プラント練り落し混合物を使用
・締固め度３水準で試験
・締固め度とＤＳの回帰曲線

・現場の締固め度を測定

・回帰曲線に締固め度をプロット
・塑性変形輪数を読みとる
・基準値と比較して結果を評価

■評価の流れ

塑性変形輪数とは

基準値：道路区分と舗装計画交通量による。

■基準値：「技術基準・同解説」 第２章 設計

舗装計画交通量 塑性変形輪数

（１日につき台） （1mmにつき回）

３，000以上 3,000

３，000未満 1,500

その他 500

区分

第１種、第2種、第３
種第１級及び第２級並
びに第４種第１級



8

ＷＴ試験による塑性変形輪数の評価（案）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

94 95 96 97 98 99 100 101

締固め度（％）

塑
性

変
形

輪
数

（回
/m

m
）

現場の締固め度：97.2％

塑性変形輪数：3150回/mm

平たん性・浸透水量他の測定方法

鈴木 秀輔
（社）日本道路協会 舗装委員会

舗装性能評価小委員会

〔問5〕平たん性と浸透水量の測定方法として、
不適当なものを選べ

ａ） 平たん性を ３メートルプロフィルメータにより
確認する。
ｂ） 平たん性を ３メートルプロフィルメータと同等
の平たん性を算定できる路面性状測定車に よって
確認する。
ｃ） 浸透水量を 直径15センチメートルの円形の
舗装路面に対し、路面から高さ60センチメート
ルまで満たした水を400ミリリットル注入させる
ことができる現場透水試験器によって確認す る。
ｄ） 浸透水量を 定水位透水試験で確認する。

平たん性の定義

舗装道の車道（2以上の車線を有する道路にあっては、各
車線。）において、車道の中心線から1メートル離れた地点
を結ぶ、中心線に平行する2本の線のいずれか一方の線
（道路構造令第31条の2の規定に基づき凸部が設置された
路面上の区間に係るものを除く。）上に延長1.5メートルに
つき1箇所以上の割合で選定された任意の地点について、

舗装路面と想定平たん舗装路面（路面を平たんとなるよう
補正した場合に想定される舗装路面をいう。）との高低差を
測定することにより得られる、当該高低差のその平均値に
対する標準偏差で、舗装の表層の厚さおよび材質が同一
である区間ごとに定められるものをいう。（技術基準）

平たん性の確認

• 車道及び側帯の舗装路面の平たん性は、 3ﾒｰ

ﾄﾙﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀによる平たん性測定方法又はこれ
と同等の平たん性を算出できる測定方法によって
確認できるものとする。

（技術基準）

平たん性測定位置
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平たん性の測定装置

3ﾒｰﾄﾙﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀの例

平たん性の測定装置（２）

路面性状測定車の平たん性測定装置

平たん性の基準値

車道及び側帯の舗装路面の施工直後の平たん性
は、2.4ﾐﾘﾒｰﾄﾙ以下とするものとする。

（技術基準）

浸透水量の定義

舗装道において、直径15センチメートルの円
形の舗装路面の路面下に15秒間に浸透する水

の量で、舗装の表層の厚さ及び材質が同一であ
る区間ごとに定められるもの。

浸透水量の確認

浸透水量は1,000平方メートルにつき１箇所以
上の割合で任意に選定した直径15センチメート
ルの円形の舗装路面に対し、路面から高さ60セ
ンチメートルまで満たした水を400ミリリットル注入

させた場合の時間から算定する方法によって確
認できるものとする。

浸透水量の測定装置
φ 50㎜

　　Ｘ１

シ リン ダ ー

　　Ｘ２

上 　板

サ ポ ー ト

底 　版

φ 8㎜ 水 漏 れ 防 止 材
舗 装 面

φ 150㎜

ﾄﾞｰﾅﾂ型 重 り

400m l

600㎜

バ ル ブ φ 8㎜
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浸透水量を求めるための透水量の算出

Ｖｗｉ＝（400／ｔ）× 15秒

ｔ＝（ｔ２＋ｔ３＋ｔ４）／3 
ここに Ｗ ：透水量

ｔ：流下平均時間 秒

ｔ２，３，４：２回目～４回目の測定流下時間 秒

浸透水量

• 浸透水量は、評価対象区間内の代表点（無作為に

抽出した抜き取りによる）の透水量の平均値で評価
する。評価に必要な測定頻度は、10,000㎡以下を１
ロットとした10点とし、平均値は小数以下を四捨五入

した整数とする。

Ｖｗ ＝ （Ｖｗ１＋Ｖｗ２＋・・・Ｖｗｎ）／ｎ

ここに、Ｖｗ：評価対象区間の浸透水量 ml/15秒

Ｖｗ１・・ｎ：各代表点の透水量 ml/15秒

浸透水量の基準値

車道及び側帯の舗装について雨水を道路の路面下に円滑

に浸透させることができる構造とする場合の施工直後の浸

透水量の基準値は に示す値以上とされている。表

浸透水量の基準値表

浸透水量

）区 分 (単位15秒につきﾐﾘﾘｯﾄﾙ

第１種，第２種，第３種第１

級及び第２級 1,000

並びに第４種第１級

その他 300

定水位透水試験
（透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の透水試験）

目的） 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の透水係数を測定する。

必要に応じ定める舗装の性能指標

１．（疲労破壊輪数、塑性変形輪数および平た
ん性）または２．（浸透水量）に定める舗装の性能
指標のほか、必要に応じ、すべり抵抗、耐骨材飛
散、耐摩耗、騒音の発生の減少等の観点から舗
装の性能指標を追加するものとする。（技術基準
２－４ ３．）

すべり抵抗

対象 計測方法

舗装（現地）直接計測 1
すべり抵抗測定車によ

るすべり摩擦係数測定
現場試験

舗装(現地) 直接計測 2
ＤＦテスタによる動的摩

擦係数測定
現場試験

汎用性が
高い方法

舗装（現地）直接計測 3
振り子式スキッド・レジ
スタンステスタによる測
定

現場試験
汎用性が
高い方法

枠組み分類
測定方法 位置付け 備考
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ＤＦテスタ すべり抵抗の基準値

「技術基準」にはすべり抵抗の基準値が示され
ていない。これは、基準値を設定するためには、
対象とする舗装の立地条件や供用状況、供用後
の管理方法等、きめ細かな検討が必要で、測定
方法を含めて一律に示しにくいことによる。実際
に性能指標として採用するには、路線ごとに道路
管理者が適切な値を検討する。

騒音値

対象 計測方法

舗装（現地）直接計測
舗装路面騒音測定車に
よるタイヤ／路面騒音測
定

現場試験

枠組み分類
測定方法 位置付け 備考

舗装路面騒音測定車

 

記録装置 騒音計

特殊タイヤ

マイク

特殊タイヤ 騒音の基準値

「技術基準」には騒音の発生の減少に関する基準
値や性能指標の測定方法に関する記述は示され
ていない。
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騒音値
(舗装路面騒音測定車によるタイヤ/路面騒音）

舗装路面の騒音測定対象区間において測定したタイヤ／路面騒

音の平均値

ｎ
ＬN＝ΣＬＮｉ／ｎ

i＝１

ここにＬN：騒音値ｄＢ（ＬAeq）

ＬＮｉ：測定毎のタイヤ／路面騒音ｄＢ（ＬAeq）

ｎ：測定回数（騒音値を整数で求める場合は３回、

0.5単位で求める場合は５回）

ま と め

１）車道及び側帯の舗装の必須の性能指標
① 疲労破壊輪数
② 塑性変形輪数
③ 平たん性

２）雨水を道路の路面下に円滑に浸透させるこ
とができる構造の舗装の性能指標

浸透水量
３）必要に応じ定める舗装の性能指標

① すべり抵抗値
② 騒音値 ・・・・

設　計
材料（種類、品質他）

構造（構成、厚さ他）

施　工
作業標準

（施工機械、管理項目他）

出来形 寸法（厚さ等）、締固め度他

性　能

①受注者が設計

　受注者

　　　　自主管理

　受注者

　　　　自主管理

　発注者確認

　　　　（検　査）

②受注者が設計

発注者が合意

　仕様に基づく

受注者自主管理

　発注者確認

　　　　（検　査）

確認とみなす

③発注者が設計

仕様作成

仕様作成

仕様に基づき

発注者確認

　発注者確認

　　　　（検　査）

確認とみなす

性能規定方式 仕様規定方式

性能指標の値の確認形態

舗装工事の性能規定化

性能指標の値を満足するものであれば経済性等
を考慮した舗装の新たな構造設計､使用材料､施
工方法等の選択が可能

舗装の性能指標の値を求めるための評価法をよ
り明確にすることで、新たなビジネスチャンス
が・・・

ＥＮＤ
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評価方法の選択

（１） 現地における促進載荷試験装置（例）

◆ 日本では導入実績なし

▲写真-１ 現地用（南ア・ＨＶＳ）
出典：写真-1，2
「舗装」表紙

人

評価方法の選択

（２）実物大の供試体による促進載荷試験装置（例）

◆ 汎用性、温度設定等 → 現実的でない！

▲写真-２ 実物大・屋外

（土研・走行実験場）

▼写真-３ 実物大・屋内

（ＪＨ・試験研究所）

「現場」の性能を確認するために

１． 「技術基準」の基本的な考え方

・４９ｋＮの輪荷重を繰り返し加えた際の表層の変形

・現場の舗装と厚さ及び材質が同一な供試体

■基本的な考え方とＷＴ試験条件の見直し

２． ＷＴ試験条件の見直し

（１） ４９ｋＮ → 荷重条件

（２） 材質が同一 → 供試体の種類、締固め条件

（３） 厚さが同一 → 供試体の厚さ条件

「現場」の性能を確認するために

③４９ｋＮ荷重が作用するタイヤの接地圧

・池田らの式に、輪荷重と空気圧を入力

・接地圧≒０．５９ＭＰａ （６．０ｋｇｆ/ｃｍ2 ）を得る

（１）ＷＴ試験における荷重条件（４９ｋＮ輪の接地圧）

①タイヤの種類

・トラック、バス用タイヤでは、ラジアルタイヤが８割

②ラジアルタイヤの輪荷重と空気圧

・複輪片側の輪荷重＝２４．５ｋＮ、空気圧＝０．７ＭＰａ

「現場」の性能を確認するために

１）供試体の種類

・現場で施工された表層と、使用材料、配合が同一

の供試体（ただし、現場切取り供試体は不可）

→そこで、プラントで練り落とした混合物で作製

→なお、プラント練り落とし混合物を、

・ 一度冷まして

・ 再加熱、再混合して

・ 作製することを原則とする。

（２）ＷＴ試験における供試体の種類、締固め条件

「現場」の性能を確認するために

（２）ＷＴ試験における供試体の種類、締固め条件

２）供試体の締固め条件

・現場で施工された表層と同一の密度で性能確認

→毎回、同一密度の供試体をつくるの大変！

→３水準の締固め度で作製、ＤＳの変化を把握
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「現場」の性能を確認するために

■ 密度（締固め度）と動的安定度（ＤＳ）の関係

0

500

1000

1500

2000

92 94 96 98 100 102

締固め度（％）

動
的

安
定

度
D

S
（
回

／
m
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出典：「舗装」1991.10

締固め度の低下 → ＤＳの減少

表層の締固め度の分布（例）

「現場」の性能を確認するために

［対応］供試体の厚さ＝一律５ｃｍとする。

その理由は、

・表層厚によらず、塑性変形が生じる深さはほぼ一定

・ＤＳが小さい混合物ほど、厚さが薄いとＤＳ増加傾向

→塑性変形輪数を過大に評価してしまう懸念がある。

（３）ＷＴ試験における供試体の厚さ条件

［原則］供試体の厚さ＝現場の表層厚であるが・・・

確認すべき舗装の性能

・別表１に基づくため、疲労破壊輪数は基準に

適合するとみなすことができる。

・積雪寒冷地の舗装であり、雨水が浸透しない

構造を採用しているため、浸透水量の評価は

不要である。

◆確認すべき舗装の性能指標
→ 塑性変形輪数、平たん性


